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女性施策情報紙

男女共同参画社会の実現をめざして

Vol.7

今
ま
で
、男
女
の
生
き
方
は

「
男
・
女
は
こ
う
あ
る
べ
き
」と
社

会
的
・
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た

性
差
が
あ
り
、
そ
の
典
型
が
性

別
役
割
分
業
で「
男
は
仕
事
、女

は
家
事
・
育
児
」と
分
け
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

家
庭
、
社
会
、
地
域
そ
し
て

職
場
は
、誰
か
ひ
と
り
が
つ
く
る

も
の
で
は
な
く
、皆
で
つ
く
り
支

え
あ
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
ど

の
場
に
い
て
も
、す
で
に
決
め
ら

れ
た
こ
と
に
、た
だ「
参
加
」す
る

だ
け
で
な
く
、企
画
立
案
の
段
階

か
ら「
参
画
」し
て
い
け
る
チ
ャ

ン
ス
を
得
て
、前
向
き
に
取
り
組

む
気
持
ち
が
必
要
で
す
。

男
女
共
同
参
画
と
は
、女
性
が

権
利
だ
け
を
要
求
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、「
男
女
が
す
べ
て
の

分
野
を
わ
か
ち
あ
い
、楽
し
く
、

仲
良
く
生
き
て
い
こ
う
」と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

国
で
は
、法
律
を
は
じ
め
と
し

た
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。そ
の

う
ち
の
ひ
と
つ
は
、
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
、労
働
基
準
法
、育

児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
で
す

（
表
１
）。

今
回
の
改
正
の
基
本
的
な
考

「
男
女
共
同
参
画
っ
て
何
？
」

と
考
え
て
い
る
人
、子
育
て
に

悩
ん
で
い
る
人
、最
近
新
し
い

友
だ
ち
と
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
の

な
い
人
、何
か
が
変
わ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た

め
に
、女
性
カ
レ
ッ
ジ
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
場

市
民
総
合
福
祉
会
館
。

対
象

市
内
に
在
住
在
勤
在
学

す
る
女
性
。

定
員

50
人（
先
着
順
）。

受
講
費
用

無
料（
第
３
回
は

実
費
負
担
あ
り
）。

申
込
方
法

電
話
・
ハ
ガ
キ
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
り
、「
き
さ
ら

づ
女
性
カ
レ
ッ
ジ
’99
受
講
希

き
さ
ら
づ
女
性
カ
レ
ッ
ジ
’99

第
４
期
生
募
集

望
」と
記
入
し
、住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
と
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

別
を
明
記
の
こ
と
。

締
め
切
り

６
月
18
日（
ハ
ガ

キ
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）。

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

先
　
潮
見
１
―
１
市
役
所
女

性
・
国
際
施
策
班
４
７
９
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
22
―
４
３
５
７
。

幼
児（
２
歳
〜
就
学
前
ま
で
）

の
保
育
を
お
や
つ
代
な
ど
の
実

費
で
行
い
ま
す
。希
望
す
る
受

講
生
は
、申
し
込
み
の
と
き
に

そ
の
旨
を
申
し
出
く
だ
さ
い
。

人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

お
早
目
に
。

＊
第
３
回
目
の
講
座
に
は
、保

育
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
一
緒
に

お
連
れ
く
だ
さ
い
。

事　　　　　項 

募　集・採　用 

配　置・昇　進 

教　育　訓　練 

福　利　厚　生 

定年・退職・解雇 

女性のみ・女性優遇 

調　　　　　　停 

制　　　　　　裁 

ポジティブ・アクション 

セクシュアルハラスメント 

母 性 健 康 管 理  

改　　正　　後 

禁　　　　　止 

禁　　　　　止 

禁　　　　　止 

一　部　禁　止 

禁　　　　　止 

原則として禁止 

一方申請を可とする 

企業名の公表  

国による援助  

事業主の配慮義務 

義　　務　　化 

 

努　力　義　務 

努　力　義　務 

一　部　禁　止 

一　部　禁　止 

禁　　　　　止 

適　　　　　法 

双方の同意が条件 

（ 規定なし）  

（ 規定なし）  

（ 規定なし）  

努　力　義　務 

改　　正　　前 施行期日 

平成10年 
　　４月１日 

平成10年 
　　４月１日 

平成11年 
　　４月１日 

男女雇用機会均等法 

女性の時間外・ 
休日労働、深夜業 

多胎妊娠における 
産前休業期間 

規 制 を 解 消  

14　　週　　間 

就 業 を 規 制  

10　　週　　間 

労働基準法 

平成11年 
　　４月１日 

育児または家族介護を行う 
労働者の深夜業の制限 深　　夜　　業 （ 規定なし） 

育児・介護休業法 

差
　
別
　
の
　
禁
　
止 

平
成
　
年
４
月
１
日 

11

市民の女性問題に対する理解を促し、男女共
同参画社会の実現に向けての啓発事業として
毎年２月に開催している「きさらづ女性フォー
ラム」も今年で第８回目となります。
この女性フォーラムは、講演や分科会などを

通して、女性問題とは何かを市民の皆さんとと
もに考えるイベントです。毎回、公募により組
織された企画実行委員会に企画から当日の運
営までをしていただきます。なお、企画のため
の会議は月に１回程度です。
あなたが「きさらづ女性フォーラム」を創り

あげる力になってみませんか。めざすのは男女
共同参画、男性の参画もお待ちしています。
対　　象 本市在住の成人で、平日午後の会議
に出席できる人。
募集人員 おおむね10人。
申込方法 電話・ハガキ・ファックスにより「女
性フォーラム企画実行委員希望」と記入し、住
所・氏名・電話番号を明記して申し込み。
締め切り 6月18日（ハガキの場合は当日消印
有効）。
申し込みおよび問い合わせ先 潮見１－１市
役所女性・国際施策班479またはFAX 22－4357
へ。

きさらづ女性フォーラム
企画実行委員募集！

第
８
回

市民総合福祉会館の
ご案内
日東交通バス／木更津駅
西口発・潮見線ソニー木
更津行きに乗車、福祉会
館前下車／駐車場あり。

性
別
に
関
係
な
く

能
力
発
揮
で
き
る
職
場

（表1）

1

2

3

4

5

6

7

8

７/12（月）

７/21（水）

8/26（木）

9月市議会定例会

9/22（水）

9/30（木）

めざせ！ジェンダーフリー

子育ては楽しいですか？

わくわくツアー発進

あなたが「参画」するためにⅠ

あなたが「参画」するためにⅡ

女性と法律

女と男のパートナーシップ

「自分らしく」生きていこう

●ジェンダーって何？
●あなたをとりまくジェンダー
●子育ての目的は？
●少子社会、これからの子育て

●千葉県女性センター☆保育はなし

●木更津市役所ノウハウ講座
・介護保険制度・広報公聴・市議会など

●木更津市議会・一般質問傍聴

●高齢者の法律問題
●女性をめぐる法的トラブル
●現代女性の歩み
●21世紀へ生きる女性の課題
●グループトーク
●フリートーク

千葉大学教授
佐藤　和夫（さとう　かずお）

女性誌「わいふ」編集長
ニュー・マザリング・システム主宰者
田中　喜美子（たなか　きみこ）

千葉県女性センター職員

市役所職員

女性・国際施策班職員

清和大学教授
清水　幸雄（しみず　ゆきお）

女性史研究家
折井　美耶子（おりい　みやこ）

女性・国際施策班職員10/14（木）

７/2（金）
開講式

閉講式

回 期　日 テ　　ー　　マ 内　　　　　　容 講　　　　　　師

木更津港 

矢那川 

市役所 

体育館 

市民会館 
警察署警察署 警察署 警察署 

消防署 消防署消防署 消防署 

ガソリン 
スタンド 
ガソリン 
スタンド 
ガソリン 
スタンド 
ガソリン 
スタンド ↓

至
館
山 

↑
至
千
葉

↑
至
千
葉 

↑
至
千
葉 

内
　
房
　
線 

ご案内図 

市民総合福祉会館 

JR
木
更
津
駅 

保
育
あ
り
ま
す

え
方
は
、企
業
社
会
に
残
っ
て
い

る
性
別
役
割
分
業
を
法
律
面
か

ら
是
正
を
す
る
こ
と
で
す
。

募
集
・
採
用
、
配
置
・
昇
進
な

ど
で
の
女
性
差
別
を
禁
止
し
、ま

た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
雇
用
管
理
の
問
題
と
定

義
し
て
、事
業
主
の
配
慮
義
務
と

し
て
い
ま
す
。産
前
・
産
後
休
業

な
ど
の
母
性
保
護
に
つ
い
て
は

拡
充
さ
れ
ま
し
た
が
、女
子
保
護

規
定
は
す
べ
て
撤
廃
さ
れ
、女
性

も
時
間
外
労
働
・
深
夜
業
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
11
年
２
月
26
日
、男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
案
が
閣

議
決
定
さ
れ
、同
日
国
会
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

法
律
や
制
度
な
ど
の
体
制
が

整
っ
て
も
、「
あ
な
た
が
、
ど
う

す
る
の
か
」が
一
番
大
切
で
す
。

新
し
い
世
紀
を
目
前
に
し

て
、
社
会
は
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。あ
な
た
が「
男
ら
し
く
・
女

ら
し
く
」で
は
な
く「
自
分
ら
し

く
」生
き
て
い
く
た
め
に
、違
う

フ
ィ
ー
ル
ド
も
の
ぞ
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

さ
て
、
あ
な
た
は
？

21世紀、時代が変わり

社会が変わる

あ
な
た
の「
フ
ィ
ー
ル
ド
」は
こ
こ
で
す
！

21世紀、時代が変わり

社会が変わる



※デュエットに関するご意見・お問い合わせは、企画部女性・国際施策班へ。

デュエット

あ
な
た
の

「
子
育
て
時
間
」は

デ
ュ
エ
ッ
ト
デ
ー
タ
バ
ン
ク

男女共同参画社会の実現をめざして

厚
生
省
の
育
児
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
ポ
ス
タ
ー
が
多
く
の
反
響

を
呼
び
ま
し
た
。
歌
手
の
安
室

奈
美
恵
さ
ん
の
夫
Ｓ
Ａ
Ｍ
（
サ

ム
）
さ
ん
が
息
子
を
抱
い
て
い

る
ポ
ス
タ
ー
で
、「
育
児
を
し

な
い
男
を
、
父
と
は
呼
ば
な
い
」

と
い
う
言
葉
が
話
題
と
な
り
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
に
は

別
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

「（
前
略
）
妊
娠
や
出
産
が
女
性

に
し
か
で
き
な
い
大
仕
事
な

ら
、
育
児
は
男
性
に
も
で
き
る

大
仕
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
／
お
父
さ
ん
た
ち
に
は
子

育
て
の
楽
し
さ
、
大
変
さ
を
、

短
く
3.3
時
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。
母
親
と
の
差
は
、
4.1
時
間

あ
り
、
仕
事
を
持
っ
て
い
る
母

親
と
の
場
合
で
も
、
2.1
時
間
の

差
が
あ
り
ま
す
。

父
母
の
子
育
て
の
役
割
分
担

に
関
し
て
は
、
主
に
父
親
が
す

る
役
割
で
一
番
割
合
が
多
い
項

目
が
「
生
活
費
の
負
担
」
で

72.2
％
、
反
対
に
「
子
ど
も
の
相

談
相
手
に
な
る
」
割
合
は
３
％

程
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ

世
帯
に
お
い
て
、
父
親
の
育
児

時
間
は
平
日
10
分
、
土
曜
日
30

分
、
日
曜
日
38
分
で
、
平
均
す

る
と
１
日
17
分
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
保
育
園
児
を
持
つ

父
母
を
対
象
に
し
た
調
査
で

は
、「
お
風
呂
に
い
れ
る
」「
生

活
上
の
し
つ
け
」「
運
動
会
な

ど
の
行
事
参
加
」
で
は
夫
婦

半
々
、
ま
た
は
主
に
父
親
が
や

る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、「
保
育
園
の
送
り
迎
え
」

「
子
ど
も
が
病
気
の
と
き
、
仕

事
を
休
む
」
の
項
目
で
は
、
母

親
が
担
っ
て
い
る
割
合
が
７
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果

か
ら
、
仕
事
を
犠
牲
に
し
て
ま

で
子
育
て
は
し
な
い
が
、
仕
事

に
支
障
の
な
い
部
分
で
は
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る

父
親
が
増
え
て
き
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

最
近
、
父
親
が
街
中
や
公
園

で
小
さ
な
子
ど
も
を
抱
い
た

り
、
園
や
学
校
の
行
事
に
夫
婦

で
出
席
す
る
姿
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
、

母
親
に
は
「
家
事
も
、
育
児
も
、

仕
事
も
」
と
二
重
、
三
重
の
役

割
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
う
ち
の

子
育
て
を
「
両
親
」
で
や
っ
て

い
き
ま
せ
ん
か
。

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
（
後

略
）」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

父
親
が
子
ど
も
と
過
ご
す
時

間
が
、
母
親
よ
り
少
な
い
の
は

他
の
国
で
も
同
じ
で
す
。
で
も
、

そ
の
時
間
の
割
合
を
６
カ
国
で

比
較
し
て
み
る
と
、
平
日
の
１

日
に
子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご
す

時
間
は
、
日
本
の
父
親
が
一
番

２月14日、木更津市民会館において、約600人
の参加を得て開催されました。
オープニング、きさらづ物語では、「證誠寺の

たぬきばやし」と「木更津甚句」の踊りにより郷
土の情緒・文化が披露されました。
第１部では、５つの分科会が行われ、各助言者

のもとにそれぞれ特色のある活発な分科会とな
りました。
第２部は、早稲田大学教授の岡沢憲芙さんに

よる講演が行われました。少子・高齢社会での
様々な問題点から男女共同参画社会の必要性を
データを示しながら分かりやすくお話ししてく
れました。
なお、この第７回きさらづ女性フォーラムの

記録集ができま
した。この記録集
は、市内各公民
館、図書館、市役
所２階の行政資
料室で無料で配
布しています。

１月18日、市民総合福祉会館市民ホールに、
市内23グループ、55人の参加者が集まりました。
木更津市女性施策推進委員会長の坂上佑子さ

ん（清和女子短期大学教授）と須田市長のトー
クでは、市の女性施策の課題と市民の役割につ
いて率直な話し合いが行われました。
また、「君不去　おかみさん会」の八幡裕子

さんから実践活動の発表があり、その後、各団
体からの情報提供や意見交換が行われ、少子・
高齢社会に向けての福祉ボランティアや環境問
題、そして女性個々の能力開発など有意義な討
論がされました。各団体のワクや世代を超えて
情報交換し、結束していくことの大切さを改め
て認識しました。

キ－・ワ－ドキ－・ワ－ドキ－・ワ－ドキ－・ワ－ドキ－・ワ－ドキ－・ワ－ドキ－・ワ－ドキ－・ワ－ドキ－・ワ－ドキ－・ワ－ドキ－・ワ－ドキ－・ワ－ドキ－・ワ－ド
女性問題

◆ジェンダ－（gender）

「女の子には赤色、男の子には青色」
「女だからやさしく家庭的に」「男だか
らたくましく」と言ったり、言われたり
した経験はだれにでもあります。
生物学的な性差をセックス（sex）と

いうのに対し、歴史的・社会的・文化
的につくられた性差、つまり「女らしさ、
男らしさ」をジェンダ－といいます。
生まれたばかりの赤ちゃんにはなに
もないが、成長していく過程で遊びや
しつけなどによってジェンダ－が身に
ついていきます。
自分らしく生きていくためにも、こ

のジェンダ－を見直していく必要があ
ります。

◆エンパワ－メント（enpowerment）

力をつけること。女性が自分を尊重
し、自己決定力、仕事の技術や能力、
経済力、意思決定の場に参画していく
力などをつけていくこと、またそのた
めの社会的環境を整備することが、男
女共同参画社会をつくりだす要件と考
えられます。この言葉は、第４回世界
女性会議（北京）では主要課題となり
ました。

◆ドメスティック・バイオレンス
（domestic violence）

夫やパ－トナ－などから女性に向け
られる暴力。女性に対する暴力は、他
に性犯罪、売買春、セクシュアル・ハ
ラスメントなどがありますが、その根
底には女性に対する差別意識があると
いわれています。
ドメスティック・バイオレンスは、

身体的な暴力ばかりではなく、言葉や
態度で侮辱をしたり、行動を監視した
りする心理的なもの、生活費を入れな
かったり、就労を禁止したりする経済
的なもの、避妊に協力をしなかったり、
暴力による性行為の強要など性的な暴
力も含まれます。

日　　程 ７月３日・10日（土）。
会　　場 千葉県女性センター。
対　　象 起業をめざす女性60人。
受 講 料 無料。
申込方法 ハガキに講座名・住所・氏
名・電話番号を明記（電話申し込みも
可）。
締め切り ６月15日。
申 込 先 〒277－0882柏市柏の葉
4－3－1さわやかちば県民プラザ内千
葉県女性センター。
詳しくは、千葉県女性センター

q0471－40－8602へ。
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第７回きさらづ女性フォーラム 木更津市女性団体交流集会パート３

千葉県女性センター講座案内

自己開発セミナーⅡ　

女性のための起業支援講座
（入門編）

■子どもと一緒に過ごす時間（平均） （時間）

■父母の子育て役割分担 ％

資料：（財）日本女子社会教育会「家庭教育に関する国際比較調査報告書」
（1995年3月）

資料：（財）日本女子社会教育会「家庭教育に関する国際比較調査報告書」
（1995年3月）

日 本

3.32

7.44

（5.46）

（9.52）

父親

母親

有職

無職

韓 国

3.62

8.40

（5.94）

（9.05）

タ イ

6.00

8.06

（7.15）

（10.21）

アメリカ

4.88

7.57

（6.68）

（9.22）

イギリス

4.75

7.52

（6.80）

（8.23）

スウェーデン

3.64

6.49

（5.92）

（8.35）


